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作
品
展 

新
年
度
説
明
会 

こ
の
た
び
の
豪
雨
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

謹
ん
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
に

哀
悼
の
意
を
表
し
、
一
日
も
早

い
復
旧
と
皆
様
の
ご
健
康
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 
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「
保
育
所
保
育
指
針
」
が
十

年
ぶ
り
に
改
訂
さ
れ
、
今
年
度

よ
り
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

ま
で
通
り
「環
境
を
通
し
て
、

養
護
と
教
育
を
一
体
的
に
行

う
こ
と
」
を
保
育
所
保
育
の
特

性
と
し
て
い
ま
す
が
、
折
に
触

れ
て
「
新
・
保
育
所
保
育
指
針
」

を
読
み
、
私
達
の
目
指
す
保
育

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
環
境
を
通
し
た
保
育
」 

幼
児
期
は
、
先
生
に
教
え
て

も
ら
う
授
業
形
式
で
は
な
く
、

子
ど
も
自
身
の
欲
求
や
興
味

に
よ
る
活
動
を
通
し
て
学
び
の

基
礎
力
を
つ
け
る
時
期
で
す
。

そ
の
た
め
の
環
境
が
、
保
育
園

に
は
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
思

わ
ず
手
に
し
た
く
な
る
よ
う
な

玩
具
や
絵
本
が
あ
り
、
作
っ
た

り
描
い
た
り
し
た
く
な
る
よ
う

な
材
料
・題
材
が
あ
り
、
憧
れ

て
真
似
し
た
く
な
る
よ
う
な
友

達
や
お
と
な
が
い
た
ら
、
子
ど

も
は
興
味
や
意
欲
を
そ
そ
ら

れ
自
発
的
に
あ
そ
び
、
そ
の
実

体
験
を
通
し
て
様
々
な
力
を

獲
得
し
て
い
き
ま
す
。
私
た
ち

の
環
境
構
成
や
遊
び
の
設
定

は
、
子
ど
も
達
の
発
達
に
合
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。 

 「
養
護
と
教
育
を
一
体
的
に
」 

養
護
を
行
う
上
で
、
健
康
や

安
全
へ
の
配
慮
は
必
須
で
す
。

ま
た
、
単
に
介
助
し
た
り
保
護

し
た
り
お
世
話
を
す
る
の
で
は

な
く
、
そ
こ
に
は
子
ど
も
の
思

い
を
受
け
止
め
て
適
切
に
応
答

す
る
と
い
う
心
の
や
り
と
り
が

不
可
欠
で
す
。
特
に
乳
幼
児
期

は
、
温
か
な
情
緒
的
関
わ
り
な

し
に
は
本
当
の
養
護
も
教
育
も

で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
子
の

思
い
を
受
け
止
め
寄
り
添
い
な

が
ら
、
私
た
ち
の
思
い
を
返
す

時
に
教
育
的
な
働
き
か
け
が

有
効
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
達
の
心
の
機
微
を

感
じ
と
り
、
丁
寧
に
応
え
ら
れ

る
保
育
者
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

幼
稚
園
は
教
育
機
関
で
保
育

園
は
福
祉
施
設
と
分
け
ら
れ
、

保
育
園
で
は
教
育
は
行
わ
れ
て

い
な
い
よ
う
な
印
象
を
与
え
ま

す
が
、
保
育
園
で
も
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。
私
達
も
「
保
育

指
針
」
に
基
づ
い
た
幼
児
教
育

を
実
践
し
よ
う
と
努
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
私
自
身
も
含
め

て
未
熟
な
部
分
は
否
め
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
学
び
合
い
な

が
ら
よ
り
良
い
保
育
を
追
究
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

 あせらず あわてず あきらめず 
  

平成30年度 父母の会 会長 喜多 正貴 

今年度で６年目の父母の会会長

を務めさせていただくことになり

ました喜多正貴と申します。今年

度もよろしくお願いいたします。 

平成３０年７月豪雨によりお亡

くなりになられた方のご冥福をお

祈り申し上げますとともに，被災

された皆様ならびにご家族の皆様

に謹んでお見舞いを申し上げま

す。また，一日も早い復旧，復興

を心よりお祈り申し上げます。 

今年度の父母の会のスローガン

は『共育魂っ！“子どもと共に 

家庭と共に 仕事と共に”の父母

の会』～やれるときに，やれる人

が，やれることをやろう(^O^)/～ 

です。子どもたちのために，園の

ために，自分たちのために，愛情

という魂を込めて，あせらず・あ

わてず・あきらめず･･･頑張りま

しょう(*^-^*)という意味を込めて

います。 

後になりますが，１１／１７

（土）に開催を予定しております

「友愛セール・バザー」に皆様の

ご参加を奮ってお待ちしておりま

す。ＯＢ・ＯＧの皆様が，思い出

深き当時を思い出していただき，

居心地の良い時間を過ごしていた

だけたら幸いです。 

今後とも皆さまのご理解とご協

力のほど何卒よろしくお願い申し

上げます。 

まだまだ暑い日が続きます。ど

うぞご自愛くださいませ。  

〜 

保
育
所
保
育
指
針 

〜  

私
た
ち
の
目
指
す
も
の 
 
 
 
 
 

園
長 

小
島 

千
枝 

  私は来年2月で古稀（70歳）を迎えます。古稀（こき）とは、唐の詩人杜甫の
詩の一節である「人生七十古来稀（まれ）なり」に由来しているそうです。 この
詩が詠まれたのが西暦760年位のことですから、その当時の平均寿命は判り
ませんが、推し量れば70歳はとてつもない長寿だったのでしょう。しかし現
在、日本男性の平均寿命は81歳とか、私でもまだまだ生きれるのかと思った
りします。 それでも時折、可愛い孫と遊んでいて、「この子の成長を何歳まで
見られるのかな」と頭を過（よ）ぎることがあります、これを「年のせい」と言うん
でしょう。懐古（かいこ）するには早過ぎると言われるかも知れないし、近々、

引退するわけでもありませんが、小欄では私が保育の世界に身を置いてから「さわらび」、「つぼ
み」、「新宮つぼみ」に関わった40年を簡単に振り返ります。 

 

● その前は ･････ 中学校では野球部で汗を流し、高校では部活がなかったので勉強一筋？
大学では理工学部で化学を学び、ラグビー部で走り回っていた4年間でした。卒業後、ドイツに
本社を置く医化学のメーカーに就職し、5年勤務した後、昭和52年、28歳の時に退職しました。 
◆ 昭和52年が保育の世界への転換点 ･････ 同年4月より、保母養成校に2年間通い(さわら
びの三笠園長とは同級生でした)、保母資格を取得しました。卒業した昭和54年にさわらび保育
園に入り、保父として現場を四年間経験し、ちびっ子ラグビーをやったり、ピアノに悪戦苦闘した
ことが懐かしく思いだされます。昭和58年にはつぼみ保育園の前園長の退任にともない、園長
に就任しました。その年につぼみ保育園の園舎建替工事が予定されており、その準備で徹夜し
たこと、経理が複式簿記に転換し、机一杯に三枚複写の伝票を広げ仕訳したこと等、全てが初
体験で大変だったことを覚えています。 
◆ 以後20年、保育の原点を見据えながら ･････ 収穫体験だけの芋掘り遠足から自園の畑
で芋の植え付けから収穫を体験する取り組みに変更し、保育参観を親子保育に形を変え、さら
に一日保育士を導入して保育園での生活の様子を知ってもらい、影絵への取り組みを始め、縦
割り保育を導入し、和太鼓を取り入れ自ら汗を流し、３歳以上児の副食給食を完全給食に移行
し、七五三参拝やクリスマス会といった宗教的行事を取りやめ、平成19年にはある音楽グループ
発表会を辞し三園合同音楽祭へ移行する･･･等々、職員と話し合いながら行ってきました。  
◆ 平成15年 理事長就任 ･････ 54歳の平成15年に理事会決議により理事長を任じられ、母、
大浦仁子より法人の切り盛りを引き継ぐこととなりました。時を同じくして新宮町の保育園設置者
の公募があり、応募した多くの事業者の中から指名を受け、平成17年に新宮つぼみ保育園を開
園しました。次いで、平成22年には「第2つぼみ保育園(分園)」を、さらに平成26年には新宮中
央駅前に「新宮つぼみ保育園 分園」を開園しました。 
◆ 平成28年 社会福祉法人改革 ･････ 全ての社会福祉法人に理事会の運営を牽制する意
味で評議員会を置くことが義務づけられ、定款の変更をはじめ多くの準備を経て新評議員の皆
様をお迎えし、新体制を作り上げました。このことで社会福祉法人の公益性をしっかりと守るため
の体制を構築できたと思っています。 
◆ 待機児童そして危機的状態の求人難 ･････ 近年、待機児童対策で新設園が続々と造ら
れ保育士の需要が高まり、全国的な求人難に曝（さら）されています。採用方法に知恵を絞りな
がらこの危機を乗り越えなければなりません。今まで経験したことのないこの事態は私に与えら
れた「卒業試験」だと独りごちています。 
◆ 振り返ると保育に関わって40年 ･････ 何とかやってこられたのも、今まで勤務して頂い
た沢山の職員に支えられ、保護者の皆様に多大なご協力を戴いたお陰だと感謝しています。 
  また、保育団体の役員を歴任したお陰で全国に多くの知己を得たことも私の財産です。後何
年かは次に託す準備を進めながら仕事をする積もりです、今後ともよろしくお願い致します。 
● 追伸 ･････ 私ごとですが 
好きなゴルフ・晩酌・家庭菜園等を、果たしていつまでやれるのかわかりませんが、体力と相談

しながらぼちぼち続ける所存です。   お相手して下さる方、大歓迎です。 

 「古稀を迎えるにあたり」      理事長/統括園長 大浦 純平 

 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
昨
年
の
３
月
ま

で
十
二
年
間
新
宮
つ
ぼ
み
保
育
園
の
園

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

平
成
２
９
年
４
月
か
ら
は
統
括
次
長
と

い
う
職
名
を
頂
き
、
現
在
三
園
を
行
き

来
し
て
お
り
ま
す
。
理
事
長
と
と
も

に
、
新
し
い
社
会
福
祉
制
度
の
中
で
の

体
制
の
構
築
、
就
業
規
則
は
じ
め
数
々

の
規
則
の
整
備
、
処
遇
改
善
等
職
員
給

与
に
関
す
る
こ
と
及
び
役
所
へ
の
申
請
、

学
生
の
採
用
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
取

り
組
み
、
園
長
先
生
方
が
少
し
で
も
煩

雑
な
事
務
か
ら
離
れ
保
育
業
務
の
管

理
運
営
に
専
念
し
て
い
た
だ
け
る
一
助

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
も
う
一
つ
、
私
に
役
割
が
あ
る

と
す
る
な
ら
ば
そ
れ
は
、
保
育
の
中
の

「
音
楽
」
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
元
々
私
は
、
音
楽
大
学
で
ピ

ア
ノ
を
学
び
、
卒
業
後
は
子
供
た
ち
に

教
え
る
こ
と
を
仕
事
と
し
て
い
ま
し
た
。

保
育
園
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、
新
宮

つ
ぼ
み
の
開
設
前
ま
で
二
十
年
近
く
つ

ぼ
み
保
育
園
で
経
理
事
務
の
仕
事
を
し

て
来
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
青
組
の
合

奏
の
編
曲
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
音
大
と
言
っ
て
も
作
曲
科
で
は
な
い

の
で
、
私
に
と
っ
て
簡
単
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
な
り
に
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
よ
い
音
楽
に

出
会
い
経
験
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
が
あ

り
、
毎
年
苦
し
み
な
が
ら
続

け
て
き
た
も
の
で
し
た
。
現
在

で
は
三
園
合
同
音
楽
祭
が
開

催
さ
れ
、
歌
に
演
奏
に
と
楽

し
い
時
間
が
過
ぎ
、
青
組
さ

ん
の
演
奏
は
感
動
を
誘
い
ま

す
。
そ
の
青
組
に
行
き
つ
く
ま
で
、
０
歳

児
の
頃
か
ら
、
優
し
い
心
地
よ
い
う
た

声
に
包
ま
れ
、
和
音
の
き
れ
い
な
ピ
ア
ノ

が
響
き
、
そ
の
年
齢
に
ふ
さ
わ
し
く
子

ど
も
ら
し
い
歌
声
が
聞
こ
え
て
く
る
、

そ
ん
な
保
育
園
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
難
し
い
こ
と
は
さ
せ
な
い
、
旋
律
は

な
る
べ
く
シ
ン
プ
ル
が
い
い
、
わ
ら
べ
う
た

に
始
ま
り
長
く
歌
い
継
が
れ
て
い
る
童

謡
を
大
切
に
、
き
れ
い
な
和
音
を
つ
け

て
、
電
気
を
通
じ
て
で
は
な
い
生
の
音

で
…
。
そ
し
て
、
拍
を
き
ち
ん
と
感
じ
る

こ
と
。
そ
れ
は
、
世
界
に
は
秩
序
が
あ
る

こ
と
を
感
じ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。 

 

音
楽
が
さ
り
げ
な
く
園
の
中
に
息
づ

い
て
い
て
、
良
い
音
楽
を
感
じ
る
感
性
が

子
ど
も
た
ち
の
中
に
自
然
に
育
ま
れ
て

い
く
、
い
つ
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
気
を

配
っ
て
い
く
の
が
私
の
役
割
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 

「
今
思
う
こ
と
」 

  
 

統
括
次
長 

大
浦
ま
ゆ
み 



第31回福岡市保育研究大会が平成

30年2月25日(日)福岡サンパレスで開

催され、私は東区グループ研究会の

リーダーとして、研究発表を行いまし

た。この福岡市保育研究大会は昭和

62年の「福岡市保育連盟」の結成とと

もに開催がはじまり、公・私立保育園

が共に保育のあり方について研鑽を

深めている歴史のある研究大会です。 

東区グループは、「人生元気で歩く為の足づくり」という研

修で、子ども達の足の異変(かがみ指・反り指・扁平足等)

が、様々な問題(少し歩くとすぐ疲れる・よく転ぶ・雑巾がけ

が出来ない・走り方がおかしい等)と関係がある事を知り、園

児の足指に着目しました。そこで、みらいクリニック医院長

の内科医・今井一彰先生を講師に迎え、歯科医の先生方

のご協力の元、足指を伸ばして広げる『ゆびのば体操』に

ついての研究に取り組みました。 

この取り組みを始めた頃は、保育現場での問題や課題、

また『ゆびのば体操』をする事で急激に何かが出来るように

なったという姿は見られず、どのような発表をすればいいの

だろう…と、悩む事ばかりでした。そこで、小グループを作

り、その中のサブリーダーを中心にアイディアを出し合い、

サブリーダー会議を定期的に行うことにしました。その結

果、研修員同士で現場の情報を積極的に伝え合いなが

ら、研究を積み重ねて行くことができました。2年の研究期

間では、顕著な結果は得られませんでしたが、怪我による

受診数の減少、姿勢、歯並びの改善が見られました。 

発表当日は、この研究結果をまとめた冊子の配布と、研

修員46名全員による劇やパワーポイントを使った説明、『ゆ

びのば体操』の実践など、会場2,000名以上を巻き込んで

の発表をしました。会場の

皆さんは丁度昼食後で眠く

なる時間でしたが、寝ずに

良く見てくださり、発表後に

は沢山の拍手を頂きまし

た。ｶﾞｯﾂﾎﾟｰｽﾞです。 

東区は市内で一番保育園

数が多く、46ヶ園（当時）もあり、各園から1名ずつの保育士

が集まるので大人数となります。２年間の研究と言っても研

修員同士は1～2ヶ月に一度会うくらいで顔は覚えても名前

は覚えられませんでした。そんな保育士集団のリーダーを

つぼみ保育園の主任となった初めての年にする事になり、

園の務めも上手く出来ず迷惑を掛けている立場で、この責

任重大な任務から何度も逃げ出したくなりました。しかし今

は、無事に任務を遂行できたことと、がむしゃらに取り組ん

だ時間が懐かしく、達成感で

いっぱいです。そして何より

研修員の皆さん、講師の先

生、歯科医の先生方との出会

いが 大の財産です。出会

いは宝です。 

理事長先生・次長先生・園

長先生をはじめ沢山の方に

支えて頂きました。つぼみ保

育園では、職員が一体となり、

いつも子ども達の身体の変化

を見つけたら報告してくれまし

た。この『ゆびのば体操』は、

毎日の積み重ねが大切なの

で、日課の中に入れて行って

くれました。皆様の支えのお

陰で良い研究発表を終え、今

は良かった…としみじみ思い

ます。  

これからも『ゆびのば体操』

を続けて、子ども達から家庭

へ広がり、ご親戚に広がり、さ

らにはご近所の方へと輪が広

がっていくと幸いです。まず

は、日々の保育で…。健康な

身体は一生の宝。皆様の生

活の中にゆびのば体操が浸

透してくれる事を願っていま

す。  

 

平成29年度 つぼみ保育園決算状況   (単位 円) 

【 資金収支計算書 】 

事
業
活
動
資
金
収
支 

     保育事業収入 306,232,560 

     経常経費寄附金収入 580,157 

     受取利息配当金収入 272,964 

     その他の収入 5,475,099 

  事業活動収入計(1) 312,560,780 

     人件費支出 204,581,819 

     事業費支出 32,649,221 

     事務費支出 20,407,185 

     支払利息支出 0 

     その他の支出 4,291,123 

  事業活動支出計(2) 261,929,348 

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 50,631,432 

施
設
整
備
等 

資
金
収
支 

  施設整備等収入計(4) 1,350,000 

  施設整備等支出計(5) 7,460,320 

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) -6,110,320 

そ
の
他
の
活
動 

資
金
収
支  

  その他の活動収入計(7) 0 

  その他の活動支出計(8) 43,976,074 

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) -43,976,074 

当期資金収支差額合計(10)=(3)+(6)+(9) 545,038 

前期末支払資金残高(11) 27,978,107 

当期末支払資金残高(10)+(11) 28,523,145 

平成30年度  

職員構成 
(8月1日現在 55名) 

 

 理事長  大浦 純平  

 統括次長 大浦 まゆみ 

 園  長  小島 千枝   

 

つぼみ保育園 
 

主 任  西村 美香 

副主任  猿渡 健一 
  

も  も組 中北 由里 柴田 彩佳 

 内田 久子 木之下 文 

 林  郁子 川口 ますみ 

 越冶 和代 原 真理子  

 折居 香織   

う  め組 平嶋 美里 津田 豊子 

 濵田 麻衣 小西 真弓  

 野口 希世 清水 淳子 

保育補助 中島 佳代 

さくら組 岡 あき穂 石橋 優希 

 小田 晃子 岡崎 久美子 

 藤井 由美子 吉田 優惟 

すみれ組 副島 綺羅星 宇佐美 敦子 

れんげ組 呼子 茄穂 松崎 征子 

つくし組 前田 キララ   

わらび組 幾度 良恵 光安 佑佳 

なずな組 松本 達則  

年長ﾌﾘｰ 猿渡 健一 
 

栄 養 士 岩﨑 真樹 福島 千春 

調 理 員 河津 和美 髙松 文恵 

 岡﨑 千代  安部 順子  

 久保 淳子 安武 美佳 
 

事務主任 大浦 理絵 
 

用 務 員  岩﨑 直子  中野 修 

第２つぼみ保育園(分園) 
 

分園主任 宮川 京子 
 

保 育 士 宮川 京子 田中 富美子

 福﨑 夏弥 田村 明子 

 野田 美和子  田中 孝子

 阿部 俊子 野中 智子 
 

管理栄養士 城戸 奈緒(育休中) 

■
ICT
本
格
実
施 

稼
働
中 

今
年
度
よ
り
実
質
稼
働

と
な
っ
た

ICT

化
（
キ
ッ
ズ

ビ

ュ

ー

登

降

園

シ

ス

テ

ム
）
。
保
護
者
の
皆
様
に
は

QR
カ
ー
ド
に
よ
る
登
園
降
園

時
の
受
付
を
し
て
頂
い
て
ま
す
。
皆

様
の
協
力
に
よ
り
９
割
以
上
の
稼
働

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

以
前
は
手
書
き
を
し
て
い
た
保
護
者

に
よ
る
健
康
観
察
表
の
記
入
や
保
育

園
の
出
欠
管
理
の
書
類
な
ど
が
デ
ー

タ
化
さ
れ
、
我
々
職
員
の
保
育
業
務

も
少
し
簡
素
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
そ
の
他
の
書
類
に
関
し
て
も

効
率
化
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。 

 

■
屋
上
フ
ェ
ン
ス
工
事 

屋

上

に

あ

る

フ
ェ
ン
ス
が
腐

食
し
て
い
た
の

で
、
取
替
・
修

繕
工
事
を
し
て

も
ら
い
、
目
隠

し
パ
ネ
ル
も
新

し
く
な
り
ま
し

た
。
写
真
の
目
隠
し
パ
ネ
ル
は
平
成

3
年
度
の
青
組
さ
ん
が
卒
園
記
念

制
作
で
描
い
た
も
の
で
し
た
。
描
い

て
あ
っ
た
絵
も
分
か
ら
な
く
な
っ
て

お
り
、
残
念
で
し
た
が
撤
去
し
ま
し

た
。 

■
放
送
設
備
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

遊
戯
室
に
備
え
付
け
て
い
る
オ
ー

デ
ィ
オ
や
映
像
器
具
を
新
し
く
購
入

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
ア
ナ

ロ
グ
配
線
か
ら

デ
ジ
タ
ル
配
線

に
代
わ
り
各
保

育
室
で
高
画
質

な
映
像
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。 

 

■
影
絵
が
６
作
品
に 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
連
動
の
影
絵
作

品
が
6
作
品
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
度
は
新
た
に
2
作
品
が
追
加
さ

れ
ま
す
。
理
事
長
先
生
に
よ
る
背
景

画
像
編
集
に
、
次
長
先
生
の
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
挿
入
が
加
わ
り
、
私
た
ち
職

員
も
一
層
力

を
入
れ
て
い

ま
す
。 

今
後
は
一
作

品
の
終
わ
り

に

エ

ン

ド

ロ
ー
ル
が
流

れ
、
ど
の
保

育
士
が
声
を

担
当
し
て
い
る
の
か
や
人
形
を
誰
が

動
か
し
て
い
る
の
か
な
ど
を
記
録
と

し
て
残
し
て
い
き
ま
す
。 

■
「
採
用
案
内
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
一
新 

近
年
ど
の
保
育
園
で
も
保
育
士
不

足
と
言
わ
れ
て
ま
す
。
当
保
育
園
も

新
し
い
人
材
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら

な
い
の
が
現
状
で
す
。
今
年
度
は
求

人
広
告
会
社
の
方
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
い
な
が
ら
「
採
用
案
内
」
を
作

成
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
保
育
観
に

賛
同
し
仲
間
に
な
っ
て
く
れ
る
人
が

集
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
見
学
・
説
明
会 

右
記
と
同
様
に
人
材
確
保
の
一
つ

と
し
て
法
人
三
ヶ
園
の
見
学
・
合
同

説
明
会
を
つ
ぼ
み
保
育
園
で
行
い
ま

し
た
。
各
養
成
校
に
チ
ラ
シ
を
配
布

し
、
学
生
さ
ん
を
対
象
に
つ
ぼ
み
保

育
園
の
見
学
や
行
事
の
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
、
他
二
ヶ
園
の
施
設
案
内

ム
ー
ビ
ー
、
そ
し
て
給
食
を
食
べ
て

頂
き
ま
し
た
。
第
一
回
目
の
七
月

は
、
7
名
の
参
加
で
し
た
。
保
育
園

を
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

主任保育士 西村美香 

(

副
主
任
保
育
士 

猿
渡
健
一
） 

Let’s  ゆびのば体操 

↑講師の今井先生 

↑支えてくれたサブリーダー

達 

↑月一回の研修を2年間つぼ

み保育園で行いました。 

↑これがゆびのば体操！ 

↑舞台上でゆびのば体操 

 寄せられた意見・要望（社会福祉法の公表義務付けに準拠）            

受付年月 申出者 受付内容 解決結果 

平成29年 6月24日 

（つぼみ保育園） 

近隣 

住民 

遊戯室で保護者の和太鼓の練習の際に、太鼓ではなくタイヤ

を叩いていたが、バチの音や掛け声がうるさいと電話があっ

た。合わせて遊戯室での朝夕のピアノ練習の音が耳障りであ

ると言われた。 

和太鼓の練習場所を変更し、できるだけ外部の施設を借りるよう努めた。 

ピアノの練習は保育室で行い、近隣の迷惑にならない時間を選ぶように

した。また、遊戯室のピアノの位置を変更した。 

平成29年 7月11日 

（第2つぼみ保育園） 

東区の 

監視員 

送迎時の保護者の車が、歩道の点字ブロック上にかかり妨げ

になっているので気を付けてほしいと言われた。 

保護者に駐車の仕方を再度知らせ、職員も外に出て確認してルールの

徹底化に努めた。 

【 貸 借 対 照 表 】 

資
産 

流動資産 44,541,287 

固定資産 478,286,992 

資産の合計 522,828,279 

負
債 

流動負債 15,809,435 

固定負債 3,795,520 

小        計 19,604,955 

純
資
産 

基本金 43,103,048 

国庫補助金等特別積立金 128,201,267 

その他の積立金 249,126,000 

次期繰越活動収支差額 82,793,009 

小        計 503,223,324 

負債及び純資産の合計 522,828,279 

平成30年度  

父母の会役員 
 

会 長 喜多 正貴  (なずな) 
 

副会長 長田 裕子 (さくら) 

  々  田川 健司 (れんげ) 

  々  吉浦 未貴 (れんげ) 
 

会 計 川村 悠 (れんげ) 

  々  木原 桂子 (なずな) 
 

書 記 坂戸 雄一 (なずな) 

  々  川越 亮治 (さくら) 
 

委 員  筧 哲弘 (も も) 

  々  福井 孝輔 (も も) 

  々   河島 孝  (う め) 

  々  上福元 千愛 (う め) 

  々 尾石 智美 (う め) 

  々  金子 耕一朗 (さくら) 

  々 田中 秀宣 (すみれ) 

  々   宮本 智佳恵 (すみれ) 

  々 石井 千絵 (すみれ) 

  々  安達 和香子 (すみれ) 

  々   杉本 亘平 (れんげ) 

  々   宮﨑 環 (つくし) 

  々   森田 英資 (つくし) 

  々  國松 功 (つくし) 

  々  小倉 由恵 (つくし) 

  々  中河原 健介 (わらび) 

  々  大久保 学史 (わらび) 

  々  秦 英敏 (わらび) 

  々  田﨑 公士 (わらび) 

  々  川野 耕太郎 (なずな) 

監 査 古川 翼    (なずな) 

  々 廣重 円香 (わらび) 

※詳しくは輔仁会ホームページの情報公開よりご覧頂けます 


